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３月の
定例会
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３月定例会報告

　令和６年３月定例会は、３月６日から11日までの６日間の会期で開催しま
した。
　令和６年度一般会計及び特別会計の当初予算をはじめ、令和５年度の補正
予算、条例の制定及び改廃、人事案件など、計32件の議案を慎重に審議し、全
会一致によりすべて原案のとおり可決しました。
　一般質問では２議員が登壇し、町執行部体制のあり方や今後直面する課題
等について問いただしました。

ふるさとの復興  ・再生   予算可決ふるさとの復興  ・再生   予算可決
《一般会計　151億円　　特別会計　 45億円　　総予算　196億円超》

定例会の
あらまし

2とみおか議会だより 218号とみおか議会だより 218号3 22

＜令和６年度予算額 … １億692万円＞

◆営農再開支援水利施設等保全及び農業基盤整備促進事業

◆桜まつり及び桜保全事業

◆生涯学習及び生涯スポーツ振興事業

　令和６年度は震災後初めて夜の森公園が桜
まつりのメイン会場となり、富岡第二中学校
跡地や桜並木などで広くイベントが催されま
した。また、桜の保全事業では町内への計画
的な桜の植樹工事等を実施します。

　安定的な農業用水の確保に向け、水利施設
の保全管理のため用排水路等水利施設の除草
や堆積土砂の撤去、施設の補修などの保全工
事を行います。また、速やかな農業再開を最
大の目標とし、農地基盤整備を実施します。

　各種体験教室や処理水の海洋放出に対する
風評払しょくのための町内ツアー等の実施、
また、補助事業として公益社団法人富岡町さ
くら・文化スポーツ振興公社にて、ジュニア
ランクラブや各種サークル、セミナー事業等
を実施します。

桜の植樹を含め保全に注力

令和６年度に整備予定の
①椿屋排水路及び②基盤整備予定地

令和５年度実施のそば打ち体験
（令和６年度も実施予定）

＜令和６年度予算額 … １億224万円＞

【令和６年度　主な事業】

【令和６年度　施策の３本の柱】

＜令和６年度予算額 … ２億796万円＞

＜令和６年度予算額 … ６億7,378万円＞

◆移住・定住推進事業

◆防火防犯パトロール事業

　移住相談窓口や、富岡町への移住を検討す
る方に実際に町内での生活を体験してもらう
お試し住宅やサテライトオフィスの運営、ま
た、空き家を活用した住まいの確保支援事業
の対象拡大のための整備・検討などを行いま
す。

　とみおか守り隊等による町内一円のパト
ロールを継続実施します。また、復興再生拠
点区域の解除に伴い、パトロール等の対策を
強化しています。

移住相談窓口「とみおかくらし情報館」
（旧　竹村写真館）

◎◎ 地域経済を好循環させる農業と産業の育成
◎◎ 地域全体の賑わいを形作る帰還と移住の促進
◎◎ 進んで楽しく学ぶ子どもを地域で育てる環境づくり

令和６年度
当初予算

＜令和６年度予算額 … ６億2,566万円＞

令和５年11月30日に行われた防火防犯出動式

②基盤整備予定地

①椿屋排水路
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定例会　当初予算質疑・訂正とお詫び

新年度予算がどのように計画されているか審議し、質疑が行われました。

問　
財
政
調
整
基
金
と
町
勢
振
興
基
金
の
繰
入

が
大
き
い
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
充
当
す
る

の
か
。（
堀
本
典
明
）

答　
総
務
課
長

　
財
政
調
整
基
金
は
一
般
財
源
の
た
め
事
業
へ

の
充
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
勢
振
興
基
金
に
つ

い
て
、
主
な
も
の
と
し
て
は
体
育
施
設
管
理
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、
社
会
福
祉
事
業
と
い
っ

た
町
勢
振
興
を
目
的
と
し
た
事
業
に
充
当
し
ま

す
。

問　
営
農
再
開
に
よ
り
町
の
活
性
化
に
繋
が
る

と
考
え
る
が
、
補
助
金
を
多
く
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
の
町
の
対
策
は
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
県
に
お
い
て
地
力
回
復
の

た
め
の
堆
肥
に
対
し
2
年
間

の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
富
岡
町
の
支
援
と
し
て
、

県
の
補
助
期
間
が
終
了
し
て

か
ら
も
地
力
回
復
の
た
め
の

支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
構
築
す
る

な
ど
、
富
岡
町
で
農
業
が
営

み
や
す
い
体
制
づ
く
り
を
進

め
た
い
考
え
で
す
。

問　
移
住
定
住
促
進
事
業
委
託
料
に
つ
い
て
、

令
和
6
年
度
の
事
業
内
容
は
。（
堀
本
典
明
）

答　
企
画
課
長

　
交
付
金
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
4
本
立
て

で
進
め
ま
す
。

　
・
移
住
定
住
者
の
受
け
入
れ
体
制
の
強
化

　
・
情
報
発
信
体
制
の
強
化

　
・
交
流
関
係
人
口
の
拡
大

　
・
住
ま
い
の
確
保
支
援

問　
公
園
整
備
の
内
容
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
都
市
整
備
課
長

　
夜
の
森
の
公
園
環
境
の
整
備
計
画
と
い
う
こ

と
で
、
周
辺
の
施
設
も
利
用
し
な
が
ら
賑
わ
い

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
計
画
し
、
計
画
案
に
つ

い
て
は
議
会
へ
提
出
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。
ま

た
、
富
岡
公
園
の
進
入
道
路
お
よ
び
駐
車
場
の

整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質

応
疑疑疑疑

答答

移住定住を促進

訂
正
と
お
詫
び

　
令
和
6
年
1
月
18
日
発
行
の「
と
み
お

か
議
会
だ
よ
り
２
１
７
号
」の
記
載
に
つ

い
て
左
記
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
Ｐ
５
】

一
般
会
計
補
正
予
算
の
表
中

体育施設管理費（委託料） 3,007万円増

その他 1億4,191万円減

体育施設管理費（委託料） 3,007万円減

その他 8,177万円減

【
誤
】

【
正
】

定例会・臨時会　人事案件・表彰・指定管理者の指定
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決

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

表
彰
表
彰

　
令
和
6
年
1
月
19
日
に
富
岡
町

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上

で
宇
佐
神
幸
一
議
員
、
安
藤
正
純

議
員
、
遠
藤
一
善
議
員
が
功
労
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
6
年
2
月
26
日
に

全
国
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
で
高
橋

実
議
員
が
自
治
功
労
者
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

功
労
表
彰

宇
佐
神
幸
一
議
員

安
藤　
正
純
議
員

遠
藤　
一
善
議
員

自
治
功
労
者
表
彰

高
橋　
実
議
員

富
岡
町
共
生
型

サ
ポ
ー
ト
拠
点
施
設

富
岡
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

富
岡
町
地
域
交
流
館

《
指
定
管
理
者
》

社
会
福
祉
法
人
光
美
会

理
事
長　
常
盤　
峻
士

（
３
月
定
例
会
）

　
全
会
一
致
　
原
案
可
決

《
指
定
管
理
者
》

社
会
福
祉
法
人

富
岡
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　
山
本　
育
男

（
３
月
定
例
会
）

　
全
会
一
致
　
原
案
可
決

《
指
定
管
理
者
》

公
益
社
団
法
人

富
岡
町
さ
く
ら
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

代
表
理
事　
堀
川　
章
仁

（
３
月
定
例
会
）

　
全
会
一
致
　
原
案
可
決

富岡町共生型サポート拠点施設
（さくらの郷）

富岡町総合福祉センター富岡町地域交流館（わんぱくパーク）

　
人
権
擁
護
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、

𠮷
田
恵
子
さ
ん
が
適
任
で
あ
る
と
の

意
見
を
付
記
し
、
答
申
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら

の
３
年
間
で
す
。

（
４
月
臨
時
会
）　
賛
成
多
数　
原
案
可
決

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
適
任

人
事
案
件

人
事
案
件

　

前
副
町
長
の
辞
任
に
伴
い
、
宮

川
大
志
さ
ん
の
任
命
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
の
４
年
間
で
す
。

（
3
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

　

富
岡
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
矢
内
秀
行
さ
ん
の

再
任
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
の
４
年
間
で
す
。

（
3
月
定
例
会
）　
全
会
一
致　
原
案
可
決

新
た
な
副
町
長
に
任
命

教
育
委
員
会
委
員
に
再
任

　
副
町
長
と
い
う
大
任
を
仰
せ
つ

か
り
、
そ
の
重
責
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　
町
長
を
補
佐
し
、
町
政
発
展
の

た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
宮
川
大
志
さ
ん
の
ご
あ
い
さ
つ
】

【
矢
内
秀
行
さ
ん
の
ご
あ
い
さ
つ

（
一
部
抜
粋
）】

宮川　大志さん矢内　秀行さん

　

も
う
す
ぐ
震
災
か
ら
13
年
に
な

り
ま
す
。
現
在
、
様
々
な
事
情
で

県
外
に
住
ん
で
お
り
ま
す
が
、
教

育
委
員
と
な
っ
て
富
岡
町
に
来
る

機
会
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
復
興

に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い

た
り
、
目
で
見
た
り
し
な
が
ら
、
肌

で
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

教
育
と
い
う
面
か
ら
、
新
し
い

富
岡
町
づ
く
り
の
た
め
の
復
興
の
一

助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

とみおか議会だより 218号とみおか議会だより 218号5 44
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事務事業の精査等による減額
《１億4,186万円を減額補正》

一般会計一般会計 事務事業の精査等による減額

事　業　内　容　（費　目　名） 補正予算額

基金積立金（６基金） ４億3,053万円増

他会計繰出金（４会計） 4,196万円減

移住・定住推進事業費（委託料｠他） 6,438万円減

予防接種事業費（委託料｠他） 2,124万円減

営農再開支援事業費（補助金｠他） 2,428万円減

農業復興対策事業費（補助金｠他） 3,159万円減

被災地域農業復興総合支援事業（工事費｠他） 2,405万円減

営農再開支援水利施設等保全事業（委託料｠他） 1,290万円減

道路新設改良事業費（用地購入費｠他） 1,191万円減

放課後児童クラブ費（工事費｠他） 3,259万円減

体育施設管理費（工事費｠他） 2,257万円減

その他 120万円減

　事務事業の精査等により1億4,186万円の減額補正を行い、総額172億1,874万円となり
ました。補正のあった主な事業は下表のとおりです。

定例会　補正予算

質

応
疑疑疑疑

答答

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

問　
移
住
・
定
住
事
業
委
託
料
の
減
額

が
大
き
い
が
、
内
容
は
。（
堀
本
典
明
）

答　
企
画
課
長

　
移
住
・
定
住
の
相
談
窓
口
の
運
営
業

務
に
お
い
て
関
東
圏
で
の
移
住
相
談
会

へ
の
出
展
に
係
る
経
費
が
予
定
よ
り
低

か
っ
た
こ
と
、
大
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
で
年
間
２
回
を
予
定

し
て
い
た
と
こ
ろ
１
回
の
実
施
で
あ
っ

た
こ
と
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
設
置
の
、
ご
家
庭
に

対
す
る
補
助
件
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、

住
ま
い
の
確
保
事
業
で
の
実
績
が
少
な

か
っ
た
こ
と
等
が
減
額
の
主
な
内
容
で

す
。

問　
桜
の
植
樹
事
業
に
つ
い
て
、
富
岡

町
全
体
を
見
通
し
て
の
予
算
計
上
だ
っ

た
の
か
。
箇
所
を
定
め
て
の
計
画
か
。

富
岡
町
の
桜
の
全
体
像
を
見
据
え
た
計

画
を
し
て
も
ら
い
た
い
が
町
の
考
え
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
富
岡
町
に
お
い
て
桜
は
貴
重
な
財
産

と
考
え
て
お
り
、
全
体
像
を
見
据
え
た

計
画
が
必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
都
市
整
備
課
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
計
画
的
な
植
樹
等
を
進
め
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。

インターンプログラムの成果発表会つつみ公園の一画に植樹された桜

定例会　審議議案一覧

とみおか議会だより 218号とみおか議会だより 218号7 66

令和６年第１回定例会で令和６年第１回定例会で
審議した議案とその結果審議した議案とその結果

上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆専決処分の報告及びその承認

議案第１号 令和５年度富岡町一般会計補正予算（第５号） 全会一致　原案可決

議案第２号 富岡町手数料条例の一部を改正する条例 全会一致　原案可決

◆条例の制定・改廃

議案第４号 富岡町東日本大震災等による被災者に対する令和６年度の町税等の減
免に関する条例について 全会一致　原案可決

議案第５号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等の一
部を改正する省令の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について 全会一致　原案可決

議案第６号 富岡町土地改良施設管理条例について 全会一致　原案可決

議案第７号 富岡町放課後児童クラブ施設の設置等条例について 全会一致　原案可決

議案第８号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第９号 富岡町なかよし広場設置条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第10号 富岡町介護保険条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第11号 富岡町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第12号 富岡町社会体育施設条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第13号 富岡町滝川ダム建設対策基金条例を廃止する条例について 全会一致　原案可決

◆その他

議案第17号 双葉地方広域市町村圏組合規約の一部を改正する組合規約について 全会一致　原案可決

※第１回定例会における「令和６年度当初予算」、「人事」、「指定管理者の指定」、「令和５年度補正予算」は別頁に詳細を掲
載しております。また、各議案については富岡町ホームページにおいても報告しておりますので、ご参照ください。
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佐藤 啓憲 議員

問
答

町内生活における更なる利便性を
「誰もが住みやすい町」を目指します

問　
令
和
５
年
度
に
お
い

て
復
興
庁
で
行
わ
れ
た
、

住
民
意
向
調
査
よ
り「
既

に
富
岡
町
で
生
活
し
て
い

る
」と
回
答
さ
れ
た
方
か

ら
富
岡
町
で
の
今
後
の
生

活
に
お
い
て
必
要
だ
と
感

じ
て
い
る
こ
と
は
、
①
医

療
機
関（
診
療
科
）の
拡
充
、

②
商
業
施
設
の
再
開
・
充

実
、
③
防
犯
体
制
の
強
化

こ
の
３
点
が
最
も
多
く
回

答
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結

果
を
受
け
て
、
町
は
ど
の

よ
う
に
分
析
し
検
討
し
て

い
る
か
。

答　
町
長

　

議
員
ご
指
摘
の
３
点
は
、

町
政
懇
談
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
い
て
も
高
い
回
答
率
と

な
っ
て
お
り
、
町
内
で
の
く

ら
し
に
直
結
す
る
課
題
で
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
取

組
に
つ
い
て
さ
ら
に
力
を
入

れ
、「
誰
も
が
住
み
や
す
い

町
」を
目
指
し
ま
す
。

問　
人
工
透
析
や
産
婦
人

科
等
、
専
門
の
医
療
機
関

（
診
療
科
）の
拡
充
と
、
ふ

た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
強
化
を
。

答　
健
康
づ
く
り
課
長

　
専
門
医
療
科
の
再
開
や
開

設
に
つ
い
て
は
、
郡
内
各
町

の
居
住
者
数
の
関
係
、
交
通

手
段
及
び
安
定
し
た
経
営
面

で
の
課
題
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

今
後
、
中
核
的
病
院
の
開
設

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
付
属

病
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、

関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

問　
商
業
施
設
の
充
実
に

つ
い
て
、
今
現
在
、
食
品

等
は
特
に
さ
く
ら
モ
ー
ル

を
利
用
し
て
い
る
。
仕
事

を
し
て
い
る
人
か
ら
、
帰

宅
時
間
が
少
し
遅
れ
て
し

ま
う
と
買
い
物
が
で
き
な

い
と
い
う
声
が
多
い
た
め

閉
店
時
間
の
延
長
を
要
望

す
る
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
さ
く
ら
モ
ー
ル
の
営
業
時

間
延
長
に
つ
い
て
は
町
政
懇

談
会
で
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
各
種
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
従
業
員
の
確
保
に
つ
い

て
は
シ
フ
ト
管
理
で
の
対
応

が
で
き
な
い
か
等
、
相
談
を

進
め
て
お
り
、
継
続
的
に
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
国
内
外
の
研
究
者
や

関
係
企
業
の
誘
致
、
人
材

確
保
や
そ
の
家
族
も
含
め

た
生
活
環
境
の
整
備
、
こ

う
い
っ
た
も
の
が
町
と
し

て
も
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
る
。
震
災
後
も
特

に
、
義
務
教
育
施
設
の
充

実
と
福
祉
・
介
護
面
に
力

を
入
れ
て
き
た
町
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
選
ば
れ

る
町
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　
町
長

　
Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ（
エ
フ
レ
イ
）

へ
の
参
画
を
希
望
す
る
大
学

や
民
間
事
業
者
等
に
情
報
提

供
を
行
い
な
が
ら
、
町
内
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
実
証
事

業
や
研
究
開
発
、
人
材
育
成

富岡町に設置されている
ふたば医療センター附属病院

問答
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
に
お
け
る
町
の
関
わ
り
は

各
事
業
に
積
極
的
に
参
画

問　
ポ
リ
ス
メ
ー
ル
よ
り
、

警
察
か
ら
の
空
き
巣
対
策

と
し
て
、「
し
っ
か
り
と

施
錠
」「
補
助
器
具
に
よ
る

二
重
ロ
ッ
ク
」「
ガ
ラ
ス
の

強
化
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
付

け
」が
有
効
で
あ
る
と
の

こ
と
。
町
で
も
現
行
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
み
な
ら
ず
、

有
効
な
防
犯
設
備
や
グ
ッ

に
積
極
的
に
協
力
す
る
と
と

も
に
、
町
内
に
活
発
に
人
を

呼
び
込
む
施
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

問　
こ
れ
ま
で
富
岡
地
区

は
、
富
岡
駅
前
か
ら
曲
田

地
区
に
か
け
て
区
画
整
理

を
実
施
し
て
き
た
。
今
後
、

新
た
な
宅
地
利
用
促
進
と

居
住
環
境
整
備
の
た
め
に
、

夜
の
森
地
区
も
土
地
区
画

整
理
等
を
進
め
て
は
ど
う

か
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う

な
計
画
は
あ
る
か
。

答　
企
画
課
長

　
第
三
次
復
興
計
画
の
検
討

委
員
会
の
場
で
も
、
夜
の
森

地
区
の
良
好
な
住
環
境
の
整

備
と
い
う
話
は
出
て
い
ま
す
。

ズ
の
補
助
を
追
加
し
て
は

ど
う
か
。

答　
生
活
環
境
課
長

　
現
状
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
の
み
助
成
の
対
象
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
様
々
な
防

犯
の
対
策
を
対
象
と
し
て
広

げ
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
ま

す
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

Ｆ-

Ｒ
Ｅ
Ｉ（
エ
フ
レ
イ
）

の
研
究
者
を
誘
致
す
る
た
め

と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

夜
の
森
地
区
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
た
め
に
も
、
駅
前
の
住

宅
地
整
備
等
に
も
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

8

一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

■ 佐藤　啓憲 議員 ９
○ 町内生活における更なる利便性を
○ 福島国際研究教育機構における町の関わりは

1

■ 渡辺　正道 議員                     10
○ 災害時、福島第二原子力発電所港湾の
　 利用も想定を
○ 少人数学校の強みと課題は

2

山本　育男 町長山本　育男 町長 岩崎　秀一 教育長岩崎　秀一 教育長

２議員が
質　問

動画配信中！

※山本町長の一般町政
報告はこちらから

3月定例会の一般質問に２議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

YouTube
富岡町公式チャンネル

2020年のＪＲ再開通に合わせ開所した
新しい夜ノ森駅（写真は駅西口）

とみおか議会だより 218号とみおか議会だより 218号9 88
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問答
少
人
数
学
校
の
強
み
と
課
題
は

生
き
生
き
と
し
た
学
校
生
活
が
送
れ

る
一
方
、
地
域
の
学
び
の
機
会
が
減
少

渡辺 正道 議員

問
答

災害時、福島第二原子力発電所港湾の
利用も想定を

事業者と前向きに協議できる状況
問　
近
年
多
発
す
る
大
規

模
災
害
に
13
年
前
の
3
月

11
日
当
時
を
思
い
出
し
、

自
然
災
害
の
怖
さ
を
改
め

て
認
識
し
た
。
そ
こ
で
、

震
災
・
防
災
対
策
に
お
け

る
緊
急
輸
送
路
と
し
て
の

指
定
路
線
の
体
系
的
な
整

備
状
況
に
つ
い
て
、
町
の

現
状
は
。

答　
町
長

　
町
民
の
安
全
な
避
難
路
の

確
保
と
、
緊
急
輸
送
路
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

問　
災
害
時
、
陸
路
が
寸

断
さ
れ
た
場
合
、
災
害
対

応
と
し
て
港
湾（
富
岡
漁

港
）の
使
用
は
想
定
し
て
い

る
の
か
。
又
、
福
島
第
二

原
子
力
発
電
所
の
港
湾
の

利
用
も
想
定
し
て
調
整
し

て
お
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
町
長

　
発
災
か
ら
一
定
の
時
間
が

経
過
し
た
後
、
か
つ
安
全
性

が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

前
提
と
す
れ
ば
、
港
湾
の
活

用
に
つ
い
て
一
考
の
余
地
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
富
岡
漁
港
に
つ
き
ま
し
て

は
港
の
規
模
等
に
よ
り
大
型

船
舶
の
入
港
が
難
し
い
状
況

で
す
。
福
島
第
二
原
子
力
発

電
所
の
港
湾
施
設
は
、
発
電

所
事
業
の
専
用
港
湾
で
あ
り

ま
す
が
、「
道
路
が
寸
断
さ

れ
た
際
に
、
福
島
第
二
の
港

湾
の
活
用
が
有
効
と
思
わ
れ

る
場
合
は
、
人
身
安
全
が
十

分
に
確
保
で
き
る
こ
と
を
前

提
と
し
柔
軟
に
対
応
す
る
。」

旨
の
回
答
を
事
業
者
よ
り
得

て
お
り
、
敷
地
内
港
湾
の
活

用
を
前
向
き
に
協
議
で
き
る

状
況
に
あ
り
ま
す
。

問　
町
の
展
望
を
考
え
た

際
、
第
二
原
子
力
発
電
所

の
港
湾
を
町
勢
発
展
の
た

め
に
利
用
で
き
な
い
か
、

執
行
部
や
議
会
と
し
て
も

今
後
検
討
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
。

答　
竹
原
副
町
長

　

富
岡
町
だ
け
で
は
な
く
、

双
葉
郡
全
体
に
と
っ
て
も
有

効
な
港
で
あ
る
と
考
え
ま
す

の
で
、
将
来
に
向
け
て
は
そ

の
よ
う
に
活
用
が
で
き
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

原子力等
特別委員会

安藤正純議員 東京電力HD㈱

【教育の徹底を①】【教育の徹底を①】

東京電力HD㈱ 高野匠美議員

【【教育の徹底を②教育の徹底を②】】

宇佐神幸一議員 東京電力HD㈱

【【作業員の安全確保対策は作業員の安全確保対策は】】

【【福島第二廃炉も安全管理を福島第二廃炉も安全管理を】】

東京電力HD㈱ 遠藤一善議員

これまで福島第一で起こっているトラブルについては第
一のみではなく第二でも起こり得ると考え、東京電力全
てに水平展開するべく進めていきます。

福島第二原子力発電所の廃炉措置の準備についても、福
島第一同様に安全対策を徹底してもらいたい。

基本的に遠隔作業ですが、人による作業が必要な部分は
環境的に危険が伴うため安全対策が重要と考えます。高
線量の部分は洗浄と遮蔽などを組み合わせた線量低減対
策を実施し、作業員が近づいても問題ないことを確認し
てから進める等しています。

１号機燃料取り出しに向けて原子炉建屋に大型カバーの
設置が進められているが、壁面に一部高線量の場所があ
るため作業員の安全対策の徹底を。

教育も一度きりでは定着しないので、定期的に繰り返し
実施していくことが必要だと考えます。

今回の放射性物質を含む系統水の漏えい事案にも言える
が、作業員の認識不足、経験不足、確認不足が多々ある
のではないか。

ヒューマンエラーの低減を、教育訓練を通じて徹底して
いきます。更には「人」の対策だけに頼らず、「設備面」で
の対策も併せて再発防止に努めます。

昨年からヒューマンエラーが続いている。人員不足は承
知しているが、徹底した教育を行ってから現場に配置す
べきでは。

数
学
が
21
％
、
英
語
が
16
％

低
く
、
い
ず
れ
の
項
目
で
も

全
国
平
均
値
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

問　
こ
の
結
果
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
る
の
か
。

答　
教
育
長

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
厳

し
く
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
校
で
は

そ
の
他
に
福
島
県
独
自
の
福

島
学
力
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

一
人
ひ
と
り
の
学
力
の
伸
び

率
が
見
え
、
今
後
の
学
習
の

進
め
方
を
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

に
伸
び
率
に
注
目
し
た
学
力

向
上
を
こ
れ
か
ら
も
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

問　
開
校
２
年
を
経
過
す

る
富
岡
小
・
中
学
校
に
お

け
る
成
果
と
問
題
点
を
伺

い
た
い
。

答　
教
育
長

　
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
実

施
や
、
少
人
数
の
よ
さ
を
生

か
し
た
教
育
活
動
を
通
し
、

生
き
生
き
と
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
一
方
、
地
域
に

お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
学
び

等
の
機
会
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
力
を
活
か
し
た
教
育

環
境
作
り
が
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
全
国
小
中
学
校
学
力

テ
ス
ト
に
お
け
る
本
校
の

結
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
教
育
長

　
小
学
六
年
生
と
中
学
三
年

生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
全
国
平
均
と
比

較
し
、
小
学
六
年
生
の
平
均

正
答
率
は
、
国
語
が
18
％
、

算
数
が
10
％
低
く
、
中
学
三

年
生
で
は
、
国
語
が
12
％
、

問　
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
有
無
、
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　
教
育
長

　
不
登
校
の
定
義
に
当
て
は

ま
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て

は
若
干
名
い
ま
す
が
、
本
校

に
お
い
て
完
全
不
登
校
と
言

わ
れ
る
児
童
・
生
徒
は
い
ま

せ
ん
。
教
頭
や
担
任
教
師
が

保
護
者
と
連
絡
を
密
に
し
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
個
々

の
児
童
・
生
徒
に
合
わ
せ
た

き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め

て
い
ま
す
。

問　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
本
校

に
お
け
る
活
動
内
容
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　
教
育
長

　
県
か
ら
1
名
の
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
年
間
30
日

間
派
遣
い
た
だ
き
、
一
ヶ
月

間
で
2
日
か
ら
3
日
程
度
、

児
童
・
生
徒
の
相
談
業
務
等

に
従
事
し
て
い
ま
す
。
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
介
入
は
現
在
な
く
、

町
教
育
委
員
会
が
福
祉
課
、

健
康
づ
く
り
課
等
と
連
携
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

とみおか議会だより 218号とみおか議会だより 218号11 1010



総務文教常任委員会

PinSプロジェクトは、令和６年度も継続していくのか。Q

《 子どもたちの交流と学びの機会継続を 》

A 令和６年度も継続します。学校と調整し、２学期からプロフェッショナル転校生として
迎える予定です。令和５年度は月に１週間程度の頻度で来校して、子どもたちと交流し
ています。

【教育総務課】

※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

Q

《 ふるさと納税で町のPRを 》

A 魅力ある特産品や農産物、加工品のPRが必要であり、
今後も観光協会や産業振興課とも協力してPRをしてい
きたい考えです。
返礼品に限らず、町の魅力を発信することで復興に協力
してくださる方への効果的な情報発信に努めます。

就職や避難等で町外へ転出した方を含め、ふるさと納税による町のPRを有効活用
して富岡町に目を向けてもらう等、応援者を増やす工夫を。

【総務課】

Q

《 有効な基金運用・管理を 》

A 今後の基金管理について、優先順位を見定めて有効に活用できるよう努めます。

用途の自由度が高い基金は維持管理ではなく新規事業やソフト事業に活用すべきと
考える。基金計画をしっかり立て、今後検討してもらいたい。

【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
出
納
室

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
議
会
事
務
局総務文教常任委員会が調査した主な事業について報告します。

【総務課】

Q

《 交流人口拡大に繋がる企画を 》

A 先日も企画展の中でのトークイベントに町内外からお客さまにおいでいただきました。
定期的に開催しているワークショップにおいても多くの方にご参加いただいております。
今後も関係人口・交流人口等の拡大に繋がるよう努めます。

図書館やアーカイブ・ミュージアムにおいて、リピーターがいるように感じる。
今後も交流メインのイベント等を考えているか。

【生涯学習課】

Q

《 子育て世帯への支援事業について 》

A 子育て支援団体等とも連携しながら、保護者同士のコミュニケーションの場を作りたい
考えです。親子イベント等、子育て世帯の保護者やさくらスポーツ等からも話を聞きつ
つ事業を進めます。

令和６年度予算に計上の、家庭教育支援事業の内容は。
家庭教育に関する事業は、乳幼児だけではなく、小中学生の子育て世帯にも参加
してもらえるよう、事業開始の際はしっかり周知してもらいたい。

【生涯学習課】

返礼品については
町HPからも確認できるっぴ♪

２階は利用人数に合わせた10部屋の専用個室明るく開放感のあるコワーキングスペース

Q

《 新規事業のその後について 》

A

昨年9月に開所したサテライトオフィス「とみおかワーキングベース」の利用者数
は。

【企画課】

１階部分のコワーキングスペース等では約50件の利用がありました。２階の専用個室に
ついては本年１月からの２団体に加え、４月から利用の予約が 1件入っています。

令和５年度プロフェッショナル転校生、ニットアーティストの力石 咲（ちからいし さき）さんとの交流

©2023鈴木宇宙 ©2023鈴木宇宙
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産業厚生常任委員会が調査した主な事業について報告します。

産業厚生常任委員会 ※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

Q

《コミュニティ維持のための施策について 》

A 郡山地区で集まることができる場所が少ないという声があったことから、町民が集まり
趣味の活動などで利用できるよう、公民館の利用料を負担する事業です。
今後は個人向けも残しつつ、郡山地区で活動する団体も対象とするよう検討し、PRして
いきます。

町外コミュニティ維持事業におけるサークル活動のサポート事業の内容は。
また、令和６年度の計画は。

【郡山支所】

Q

《 予防接種事業の周知について 》

A それぞれ対象者へのお知らせを通知しています。
風疹の追加的対策として、来年度が最後ということもあるので抗体検査未受検者には改
めて勧奨通知を送付します。

予防接種事業において、風疹の抗体検査や子宮頸がん予防ワクチンの接種を促す
ための周知等は。

【健康づくり課】

【
所
管
課
】

○
産
業
振
興
課

○
都
市
整
備
課

○
農
業
委
員
会

○
生
活
環
境
課

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課

Q

《 助成金の対象を確認 》

A リフォーム等も含め対象となります。

定住化促進対策新築住宅助成金の対象は新築だけか。

【都市整備課】

Q

《 駐車場の確保を 》

A 夜の森公園周辺の空き地、宅地の利用については地権者と調整していますが、駐車台数
確保のため、例年通りの駐車場からシャトルバスを運行することで高齢者等に負担とな
らないよう実施していきたい考えです。

桜まつりの会場である夜の森公園まで長く歩かなくてもいいように、空き地や宅
地も利用した駐車場の配置等を。

【産業振興課】

Q

《 桜の開花に合わせたイベントの予定は 》

A 震災前同様、観光協会と協力してイベント前から露店等が出店できるよう公募し、現在
10店舗ほど申し込みがあります。

昨年同様、本年も桜の開花が早いと予想されている。桜まつりの日程を変更する
のは難しいと思われるが、満開の時期に合わせて何か計画があるか。

Q

《 町内の安全安心のための事業は 》

A 主に、以下の大きな 3つの委託業務を中心に予算を
計上しています。
①夜間パトロール中心の町内警備委託
②町内居住者に特化した訪問パトロール委託
③点・線拠点解除に伴う24時間365日体制の常駐警備
　委託

令和６年度における防火防犯パトロール事業の主な内容は。

【生活環境課】

町HPから確認できるっぴ♪

【産業振興課】
令和５年４月１日に行われたプレイベントは、満開の桜の下たくさんの人で賑わった
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【
施
設
だ
け
に
頼
ら
な
い
施
策
を
】

問　
現
在
の
夜
の
森
地
区
に
核
と
な

る
施
設
は
必
要
と
考
え
る
が
、
施
設

単
体
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
駅
や

公
園
、
地
域
全
体
を
組
み
入
れ
た
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
示
し
て
い
く
こ
と
で
、

施
設
の
在
り
方
や
必
要
性
が
明
確
に

な
っ
て
く
る
。
整
備
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
議
会
に
対
し
て

も
適
宜
詳
細
な
報
告
を
し
て
も
ら
い
、

議
論
を
深
め
な
が
ら
行
っ
て
も
ら
い

た
い
。（
渡
辺
正
道
）

答　
企
画
課
長

　
こ
ち
ら
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
集

客
に
加
え
夜
の
森
地
区
の
核
と
し
て

整
備
し
た
い
も
の
で
す
。
健
康
増
進

に
資
す
る
た
め
に
、
遊
歩
道
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
、
そ
う
い
っ
た
も
の
で
人
が
回
れ

る
よ
う
な
計
画
を
策
定
し
た
い
と
も

考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
こ
の

施
設
も
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

く
計
画
に
組
み
込
む
予
定
で
す
。

問　
温
浴
施
設
は
近
隣
自
治
体
に
も

整
備
さ
れ
て
い
る
。
共
通
し
て
い
な

い
も
の
を
補
う
と
い
う
こ
と
も
必
要

で
は
。（
高
野
匠
美
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
富
岡
町
内
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣

自
治
体
の
状
況
も
つ
か
み
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
努
め
ま
す
。

【
施
設
の
必
要
性
に
疑
問
】

問　
夜
の
森
地
区
へ
の
帰
還
・
移
住

者
に
つ
い
て
先
の
見
通
し
が
つ
か
な

い
現
状
で
施
設
を
造
る
こ
と
に
疑
問

を
感
じ
る
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
近
隣
自
治
体
に
お
い
て
も
施
設
整

備
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ニ
ー

ズ
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｂ
Ｏ（
公
設
民
営
）方
式
で
施
設
整

備
を
進
め
る
中
で
企
業
へ
の
条
件
提

示
に
つ
い
て
整
理
を
し
て
お
り
、
試

算
し
調
査
等
を
進
め
、
適
宜
議
会
に

も
説
明
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
既
存
の
温
泉
の
活
用
を
】

問　
夜
の
森
地
区
の
今
後
の
発
展
と
、

富
岡
町
に
人
を
呼
び
込
む
施
策
と
し

て
、
核
と
な
る
特
徴
的
な
施
設
が
必

要
で
あ
る
。
既
存
の
温
泉
を
う
ま
く

利
用
し
て
、
ゆ
っ
た
り
で
き
心
が
癒

さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
行
政
が

牽
引
し
て
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
大
人
も
子
ど
も
も
ゆ
っ
た
り
で
き

る
空
間
作
り
が
で
き
る
よ
う
、
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
温
浴
施
設
は
不
要
で
は
】

問　
買
い
物
環
境
の
整
備
は
必
要
と

考
え
る
が
、
物
価
高
に
よ
る
光
熱
水

費
や
人
件
費
の
値
上
げ
等
に
よ
り
、

そ
れ
を
賄
え
る
だ
け
の
利
用
者
が
見

込
め
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。
廃
炉
交

付
金
が
今
後
減
少
し
て
い
く
こ
と
も

鑑
み
る
と
、
将
来
の
町
の
財
政
を
見

据
え
、
維
持
管
理
費
が
大
き
い
温
浴

施
設
と
い
う
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン

ス
に
不
安
が
あ
る
施
設
の
整
備
は
不

要
と
考
え
る
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
今
回
整
備
す
る
の
は
、
富
岡
町
で

生
活
す
る
方
々
、
近
隣
で
生
活
す
る

方
々
に
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
部
分

で
し
っ
か
り
と
ゆ
っ
た
り
し
た
空
間

で
あ
っ
た
り
、
心
の
安
ら
ぎ
や
豊
か

さ
を
提
供
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

買
い
物
環
境
を
整
え
る
だ
け
で
満
足

な
集
客
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
相
乗
効
果
の
流
れ
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
財
政
面
に
つ
き
ま
し
て
、

整
備
関
係
は
基
金
を
活
用
し
ま
す
。

運
営
面
に
つ
き
ま
し
て
は
企
業
に
よ

る
営
業
が
大
事
で
す
。
そ
の
分
を
地

元
の
雇
用
や
サ
ー
ビ
ス
転
換
に
す
る

流
れ
も
必
要
と
考
え
ま
す
の
で
し
っ

か
り
と
詰
め
て
い
き
ま
す
。

【
規
模
の
検
討
を
】

問　
温
浴
施
設
を
造
る
こ
と
に
反
対

は
し
な
い
が
、
今
後
の
人
口
や
施
設

の
収
入
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
行
い
、
見
合
っ
た
規
模
の

施
設
を
造
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
収
入
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
行

政
の
積
算
と
な
ら
ぬ
よ
う
民
間
企
業

か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
温
浴
施
設
が
あ
り
、
買
い
物
環
境

が
あ
っ
て
、
互
い
に
お
客
様
が
行
き

か
う
形
が
理
想
で
あ
り
、
買
い
物
環

境
だ
け
で
は
弱
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
精
査
が
必
要
な
部
分
も
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
更
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
き
ま
す
。

【
議
論
を
深
め
る
べ
き
】

問　
買
い
物
環
境
の
要
望
は
多
く
聞

く
が
、
温
浴
施
設
に
関
し
て
は
慎
重

に
と
い
う
声
が
多
い
。

　
若
者
な
ど
、
移
住
先
と
し
て
選
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
施
設
に
す
る
な

ど
、
温
浴
施
設
を
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
く
の
か
等
、
議
論
も
含
め
な

が
ら
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

（
佐
藤
啓
憲
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
生
活
に
必
要
な
買
い
物
環
境
と
い

う
部
分
は
早
期
に
と
い
う
声
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
様
々
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の
展
開
と

並
行
し
な
が
ら
で
も
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
温
浴
施
設
の
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
協
等
の
場
で
し
っ
か
り
と
説

明
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

【
複
合
的
な
視
点
で
計
画
を
】

問　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
マ
ラ
ソ
ン
、

散
歩
コ
ー
ス
の
整
備
に
対
し
て
温
浴

施
設
と
い
う
の
は
非
常
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
等
、
抱
き
合
わ
せ
た
計
画
を

し
て
も
ら
い
た
い
。（
堀
本
典
明
）

答　
町
長

　
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
の
交

流
の
場
に
な
り
収
益
性
も
上
が
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
県
や
近

隣
町
村
と
も
連
携
し
、
情
報
を
掴
み

な
が
ら
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

【
何
が
必
要
か
の
優
先
順
位
を
】

問　
優
先
順
位
を
考
え
れ
ば
、
夜
の

森
地
区
に
は
買
い
物
環
境
が
上
位
に

入
る
が
、温
浴
施
設
に
つ
い
て
は
も
っ

と
人
口
が
増
え
て
か
ら
で
も
い
い
の

で
は
。
買
い
物
環
境
を
先
行
し
て
進

め
、
温
浴
施
設
に
関
し
て
は
理
解
を

得
ら
れ
て
か
ら
進
め
る
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。（
安
藤
正
純
）

答　
町
長

　
町
民
の
皆
さ
ま
も
賛
否
両
論
の
ご

意
見
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
想
定
段
階
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
様
々
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
つ
つ
、
本
当
に
よ
り
良
い
も
の
が

展
開
で
き
る
よ
う
、
慎
重
に
議
論
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

16とみおか議会だより 218号とみおか議会だより 218号17 1616

コンセプトは… 町内での暮らしに、“楽しみによる心の豊かさ”を 

全員協議会報
告

政府の対策

質

応
疑疑疑疑

答答

　令和６年１月26日開催の全員協議会において、リフレ富岡跡地（夜の森地区）の利活用に
ついて、　行政区長会や町政懇談会等でいただいた皆さまからのご意見や施設のコンセプト
等について町から説明があり、質疑応答が行われました。

【令和５年度第２回リフレ富岡跡地の利活用について】

全員協議会報
告

延床　約400㎡
　　　　※コンビニ２店舗程度

延床　約600㎡
　　　　※コンビニ３店舗程度

200台以上　　　　　　　など

【物販施設（買い物環境）】

【温浴施設】

【駐車場】

【配置の考え方】

車両での来館を想定し、駐車場への入りやすさ
を重視しつつ、隣接する土地への配慮を。

アクセスしやすい位置に広めの駐車場。
駐車場を取り巻くよう施設を配置。
道路沿いに商業機能を配置し近隣に賑わい

　を創出。

町からの提案
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全員協議会報
告

全員協議会報
告

全員協議会報
告

1818とみおか議会だより 218号とみおか議会だより 218号19 1818

◆東日本大震災等による被災者
に対する令和6年度の町税等
の減免に関する条例について

◆富岡町放課後児童クラブ施設
の設置等条例について

◆除染解体工事及び中間貯蔵施設への輸送並びに特定廃棄物埋立処分
　事業の状況について

問

家
屋
の
解
体
時
期
に
よ
っ
て
は
、
次
年
度
の
固

定
資
産
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
の
で
は
。

（
遠
藤
一
善
）

答

税
務
課

　
解
体
申
請
の
受
付
後
で
あ
れ
ば

令
和
7
年
度
の
課
税
対
象
に
は
な

ら
な
い
見
込
み
で
す
。

　
旧
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
固
定
資
産
税
に

つ
き
ま
し
て
は
令
和
6
年
度
か
ら
3
年
間
は
国
の

地
方
税
法
に
基
づ
き
2
分
の
1
課
税
、
令
和
9
年

度
か
ら
は
通
常
課
税
に
戻
り
ま
す
。
た
だ
し
、
令

和
6
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
町
条
例
に
基
づ
き
減

免
と
な
り
ま
す
。

問

富
岡
小
学
校
へ

通
学
す
る
児
童
は
全

員
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
施
設
の
利
用
が

で
き
る
の
か
。

（
遠
藤
一
善
）

答

教
育
総
務
課

　

富
岡
小
学
校
に

通
っ
て
い
て
、
富
岡

町
に
住
所
を
有
し
て

い
る
方
は
、
全
員
施

設
で
の
活
動
が
可
能

で
す
。

問

面
拠
点（
夜
の
森
地

区
）の
解
体
申
請
が
4
月
1

日
ま
で
の
期
限
と
な
っ
て

い
る
が
、
相
続
関
係
や
そ

の
他
諸
事
情
が
あ
り
4
月

1
日
ま
で
に
申
請
が
で
き

な
い
場
合
、
期
限
を
延
ば

し
て
も
ら
う
こ
と
は
可
能

か
。（
堀
本
典
明
）

答

環
境
省

　

様
々
ご
事
情
が
あ
る
場

合
も
承
知
し
て
お
り
、
場

合
に
よ
っ
て
は
仮
申
請
と

し
て
受
け
付
け
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
期
限
ま
で
に
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

今
後
、
特
定
帰
還
居

住
区
域
の
解
体
に
進
ん
で

い
く
。
点
・
線
拠
点
と
は

違
い
人
が
住
む
場
所
な
の

で
、
帰
還
者
が
安
心
し
て

住
め
る
よ
う
今
ま
で
以
上

に
し
っ
か
り
と
し
た
除
染

を
心
掛
け
て
も
ら
い
た
い
。

（
佐
藤
教
宏
）

答

環
境
省

　

帰
還
者
の
安
心
の
た
め

に
も
、
丁
寧
な
除
染
を
し

て
い
き
ま
す
。

問

線
量
低
減
に
つ
な
が

る
の
で
あ
れ
ば
宅
地
の
木

も
伐
採
す
べ
き
。
居
住
区

域
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と

で
帰
還
者
の
増
加
に
繋
が

る
。（
渡
辺
三
男
）

答

環
境
省

　

立
木
の
伐
採
は
現
場
ご

と
に
状
況
が
違
う
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
確
認
・
相
談
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

問

特
定
廃
棄
物
埋
立
処

分
施
設
へ
の
埋
立
処
分
が

令
和
5
年
10
月
末
に
終
了

し
、
今
後
4
年
間
は
生
活

ご
み
の
搬
入
と
な
る
が
、覆

土
後
は
緑
に
す
る
と
い
う

計
画
は
い
つ
か
ら
の
予
定

か
。（
遠
藤
一
善
）

答

環
境
省

　
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
未
定
で
す
が
、
粉
塵

が
舞
わ
な
い
対
策
を
し
っ
か

り
や
り
つ
つ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
見
え
た
段
階
で
ご
報

告
し
ま
す
。

（税務課）
（教育総務課）

（環境省）
◆富岡町特定帰還居住区域復興再生計画案について

◆点・線拠点外縁の除染、解体について

問

今
回
、
特
定
帰
還
居
住

区
域
復
興
再
生
計
画
の
範
囲

に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
宅
地

や
公
道
に
つ
い
て
、
次
回
の

認
定
で
は
範
囲
に
入
れ
ら
れ

る
よ
う
引
き
続
き
の
努
力
を
。

（
安
藤
正
純
）

答

企
画
課

　
全
域
の
避
難
指
示
解
除
を

目
指
し
て
、
少
し
で
も
多
く

区
域
に
設
定
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問

解
除
の
際
は
集
会
所
や

消
防
屯
所
等
の
イ
ン
フ
ラ
が

で
き
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
な

計
画
を
立
て
る
こ
と
で
帰
還

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。（
渡
辺
三
男
）

答

企
画
課

　
集
会
所
や
消
防
施
設
は
重

要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
維
持
管
理
等
に

つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ま
と
意

見
交
換
が
必
要
と
考
え
ま
す

の
で
、
町
と
し
て
も
積
極
的

に
動
い
て
い
き
ま
す
。

問

避
難
指
示
解
除
の
時
期

が
明
言
で
き
な
い
こ
と
は
承

知
だ
が
、
外
縁
除
染
と
の
兼

ね
合
い
で
解
除
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
ず
れ
こ
ん
で
く

る
恐
れ
も
あ
る
。
目
標
の
年

数
は
、
あ
る
程
度
設
定
す
べ

き
と
考
え
る
が
。（
遠
藤
一
善
）

答

髙
野
副
町
長

　
避
難
指
示
解
除
の
見
通
し

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
除
染
に
よ
り
帰
還
す
る

方
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

線
量
の
低
減
を
確
認
し
、
そ

こ
で
解
除
の
見
通
し
を
立
て

て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

問

特
定
帰
還
居
住
区
域
復

興
再
生
計
画
の
認
定
後
に
、

し
っ
か
り
国
と
協
議
し
て
解

除
時
期
の
目
標
設
定
を
し
て

も
ら
い
た
い
。
確
実
な
除
染

を
要
望
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

町
は
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
と
町

民
へ
の
周
知
を
早
期
に
行
っ

て
も
ら
い
た
い
。（
堀
本
典
明
）

答

企
画
課

　

認
定
を
受
け
た
後
に
町
・

国
・
県
と
で
復
興
を
推
進
す

る
会
議
体
を
設
け
る
考
え
で

す
。
そ
の
中
で
具
体
的
な
取

組
や
工
程
等
を
す
り
合
わ
せ

て
い
き
、
な
る
べ
く
早
い
周

知
が
で
き
る
よ
う
進
め
ま
す
。

問

確
実
な
除
染
と
、
な
る

べ
く
早
い
段
階
で
解
除
が
で

き
る
よ
う
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

（
佐
藤
教
宏
）

答

髙
野
副
町
長

　
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
つ
こ
と

と
、
除
染
の
効
果
を
し
っ
か

り
出
す
こ
と
に
つ
い
て
は
必

ず
実
施
し
て
も
ら
い
、
町
と

し
て
も
し
っ
か
り
確
認
を
し

て
い
く
と
い
う
形
で
進
め
ま

す
。

問

進
捗
状
況
の
見
え
る

化
に
よ
り
住
民
の
方
の
安

心
材
料
に
な
る
と
考
え
る

の
で
、
公
表
し
な
が
ら
周

知
を
。（
佐
藤
啓
憲
）

答

環
境
省

　
個
人
情
報
に
関
係
す
る

と
こ
ろ
に
配
慮
し
な
が
ら
、

進
捗
状
況
な
ど
皆
さ
ま
に

周
知
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。

問

小
良
ヶ
浜
の
墓
地
周

辺
は
点
・
線
拠
点
解
除
の

段
階
で
線
量
が
高
か
っ
た

が
、
植
生
土
嚢
の
敷
き
つ

め
の
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答

環
境
省

　
場
所
に
よ
っ
て
は
5
割

程
度
の
低
減
が
見
ら
れ
る

箇
所
が
あ
り
、
全
体
的
に

大
幅
な
低
減
が
あ
り
ま
し

た
。

（企画課）

（環境省）

１月26日開催３月１日開催

【特定帰還居住区域復興再生計画】

２月 ６日　総理大臣へ申請
　　　　　　 ↓
２月16日　認　定

４月３日に開所した放課後児童クラブ
（富岡小・中学校西側）



議
　長　堀
本
　典
明

　改選後、初の議会となる令和６年第２回臨時会が４月５日に召集され、議会組織
構成を決定しました。
　議長・副議長の選挙を行った結果、議長に堀本典明議員、副議長に安藤正純議員
が選出されました。
　また、各委員会の選任をはじめ、双葉地方広域市町村圏組合及び双葉地方水道企
業団の議会議員の選挙や、各審議会等の委員の推薦を行いました。

堀
本
典
明
議
長
就
任
挨
拶

副
議
長　安

藤
　正
純

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
た
び
、
改
選
後
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
、

全
力
で
職
責
を
果
た
す
覚
悟
を
持
っ
て
、
誠
心
誠
意
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
富
岡
町
で
は
、
避
難
指
示
解
除
が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

同
時
に
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
課
題

解
決
に
向
け
町
執
行
部
、国
、県
、関
係
機
関
と
議
論
を
重
ね
、

町
の
復
興
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
子
ど
も
や
若
者
が
希
望
を
持
ち
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
活

力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
安
全
で
安
心
で
き
る
住
み
や
す
い
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、
町
民
の
皆
様
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
議
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①議席番号　②当選回数　③氏名　④議会での主な役職等

≪任期≫令和６年３月31日から令和10年３月30日まで

　改選後、初の議会となる令和６年第２回臨時会が４月５日に召集され、議会組織
構成を決定しました。

全議員の力を集結！
－富岡町の復興に向かって着実に!!－

①議席番号　②当選回数　③氏名　④議会での主な役職等①議席番号　②当選回数　③氏名　④議会での主な役職等①議席番号　②当選回数　③氏名　④議会での主な役職等

富岡町議会議員紹介

令和６年　第２回臨時会（初議会）令和６年　第２回臨時会（初議会）

①１番　②４回
③安藤　正純
④副議長
総務文教常任委員会委員
議会運営委員会委員
原子力発電所等に関する
特別委員会委員

①２番　②１回
③辺見　珠美
④産業厚生常任委員会委員
議会広報特別委員会副委員長
原子力発電所等に関する
特別委員会委員
双葉地方水道企業団議会議員

①３番　②１回
③平山　　勉
④総務文教常任委員会副委員長
議会広報特別委員会委員
原子力発電所等に関する
特別委員会委員

①４番　②２回
③佐藤　啓憲
④産業厚生常任委員会副委員長
議会運営委員会副委員長
議会広報特別委員会委員長
原子力発電所等に関する
特別委員会委員
双葉地方水道企業団議会議員

組織改編

①５番　②３回
③渡辺　正道
④産業厚生常任委員会委員長
議会運営委員会委員
原子力発電所等に関する
特別委員会委員
双葉地方広域市町村圏組合議会議員

①６番　②３回
③高野　匠美
④総務文教常任委員会委員
議会運営委員会委員長
議会広報特別委員会委員
原子力発電所等に関する
特別委員会副委員長
双葉地方広域市町村圏組合議会議員

①７番　②４回
③宇佐神幸一
④総務文教常任委員会委員長
議会運営委員会委員
原子力発電所等に関する
特別委員会委員

①８番　②８回
③高橋　　実
④産業厚生常任委員会委員
原子力発電所等に関する
特別委員会委員

①９番　②８回
③渡辺　三男
④総務文教常任委員会委員
原子力発電所等に関する
特別委員会委員長

①10番　②４回
③堀本　典明
④議長
産業厚生常任委員会委員
双葉地方広域市町村圏組合議会議員
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委
員
長
　渡
辺
　正
道

副
委
員
長
　佐
藤
　啓
憲

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　宇
佐
神
幸
一

副
委
員
長
　平
山
　
　勉

総
務
文
教
常
任
委
員
会

※ ◎委員長　◯副委員長

左から　渡辺三男・高野匠美・◎宇佐神幸一・○平山勉・安藤正純

左から　高橋実・辺見珠美・◎渡辺正道・○佐藤啓憲・堀本典明

◇富岡町都市計画審議会委員　　［　渡 辺 三 男 　・　堀 本 典 明 　］
◇富岡町青少年問題協議会委員　［　平 山 　 勉 　・　安 藤 正 純 　・　佐 藤 啓 憲 　］
◇富岡町総合開発審議会委員　　［　宇佐神幸一　 ・　渡 辺 正 道 　］
◇富岡町民生委員推薦会委員　　［　高 野 匠 美 　・　辺 見 珠 美 　］
◇富岡町水防協議会委員　　　　［　渡 辺 正 道 　］

条例に基づく各種委員

堀本典明　・　高野匠美　・　渡辺正道

双葉地方広域市町村圏組合議会議員

辺見珠美　・　佐藤啓憲

双葉地方水道企業団議会議員

佐藤啓憲議員

宇佐神幸一・安藤正純・◎高野匠美・
○佐藤啓憲・渡辺正道◎渡辺三男・○高野匠美

※議長以外の全議員が構成委員になります

高野匠美・◎佐藤啓憲・○辺見珠美・平山勉

議
会
運
営
委
員
会

原
子
力
発
電
所
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

人    

事

　
議
員
か
ら
選
任
さ
れ
る
監
査

委
員
に
、
佐
藤
啓
憲
議
員
を
選

任
す
る
こ
と
で
可
決
し
ま
し

た
。
任
期
は
議
員
の
任
期
と
な

る
４
年
間
で
す
。

【
監
査
委
員
の
選
任
】

（
４
月
臨
時
会
）

  

賛
成
多
数
・
原
案
可
決

平山　勉 議員 辺見珠美 議員
中央行政区
【学歴】：
富岡第一中学校
磐城高等学校
武蔵野音楽学院　卒

東京都出身
【学歴】：
武蔵工業大学
工学部環境エネ
ルギー工学科　卒

　皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
度
富
岡
町
議
会
議
員
と
し
て
当
選
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
平
山
勉
で
す
。
震
災
後
、
情
報
発
信
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
な
ど
、
地
域
の
た
め
に
民
間
で

活
動
し
て
き
た
道
程
を
、
今
度
は
町
政
の
場
に
移
し
て
新
た
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
ず
は
町
民
一
人
ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け
、
皆
さ
ん
と
共
に
よ

り
良
い
富
岡
町
を
作
っ
て
行
く
た
め
に
尽
力
し
て
行
く
所
存
で
す
。

見
か
け
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

　こ
の
度
は
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
富
岡
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
に
て
初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　私
の
持
ち
味
は
、「
素
直
さ
」だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
素
直
で
真
っ
す
ぐ
な
心
で
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
富
岡
町
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
楽
し
く
、
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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●６月定例会は、19日（水）～ 20日（木）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所（市町村名まで）・氏名・性別・年齢を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？

■
発
行
／
富
岡
町
議
会
　
　■
編
集
／
富
岡
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　■
富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w
.tom

ioka-tow
n.jp/

　
　
　
　
　
■
印
刷
／
㈱
日
進
堂
印
刷
所 ＦＳＣ® の基準に従って認

証され、適切に管理された
森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

議
会
だ
よ
り

と
み
お
か

218

編

集

後

記

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

佐
藤
啓
憲

副
委
員
長

辺
見
珠
美

委

　員

平
山

　勉

委

　員

高
野
匠
美

議

　長

堀
本
典
明

ご卒業・ご卒園ご卒業・ご卒園ご卒業・ご卒園

ご入学・ご入園入学・ご入ごごご入学・ご入園ごごごご 園
おめでとうございますおめでとうございます

　
今
年
は
、
14
年
ぶ
り
に
夜
の
森
公

園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
県
内

外
か
ら
大
勢
の
お
客
様
を
お
迎
え

し
、
盛
大
に
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
表
紙
の
写
真
は
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
花
見
を
楽
し

む
ほ
ほ
え
ま
し
い
様
子
で
す
。
皆
さ

ん
も
ご
覧
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
夜
の
森
地
区
の
復
興
再
生

拠
点
区
域
が
解
除
さ
れ
て
１
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ

き
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
全
町
避
難
解
除
に
向
け
て
、
小

良
ヶ
浜
・
深
谷
地
区
の
除
染
・
解
体

を
町
執
行
部
と
共
に
議
員
全
員
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
今
回
の「
議
会
だ
よ
り
」は
、
改
選

後
の
新
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の

皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。（佐

藤　
啓
憲
）


